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第104回定例会　予算に関する特別委員会第104回定例会　予算に関する特別委員会
令和２年度歳入歳出予算・
　　令和元年度補正予算を審議
令和２年度歳入歳出予算・
　　令和元年度補正予算を審議

　

深
浦
町
議
会
第
１
０
４
回
定
例
会
予
算
に
関
す
る
特
別

委
員
会
は
、
３
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た

り
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
関
係
議
案
８
件
、
令
和
元
年
度

補
正
予
算
関
係
議
案
５
件
、
条
例
関
係
議
案
７
件
、
新
町
ま

ち
づ
く
り
計
画
変
更
の
件
１
件
、
工
事
の
請
負
契
約
の
一
部

変
更
の
件
２
件
、
深
浦
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
件
１

件
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
の
件
１

件
、
合
わ
せ
て
25
件
に
つ
い
て
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
過
程
に
お
い
て
は
、
各
般
に
わ
た
り
多
く
の
質
疑
が

あ
り
、
十
二
分
な
論
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　
防
災
無
線
の
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
行
政
区
内
の
ロ
ー
カ
ル
放

送
が
運
用
開
始
と
同
時
に
開
始
で

き
る
よ
う
、
必
要

な
機
器
を
配
備
し

操
作
講
習
を
実
施

す
る
こ
と
。

２　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
実
証
運

行
が
本
運
行
に
移

行
す
る
際
の
委
託

先
の
選
定
に
当
た

っ
て
は
、
町
内
の

事
業
者
に
限
定
す

る
こ
と
な
く
、
費
用
対
効
果
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
な
事
業

者
を
選
定
す
る
こ
と
。

３　

岩
崎
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
跡

地
を
地
域
の
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
。

４　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ラ
ザ
ゆ
と

り
の
存
廃
に
つ
い
て
は
、
町
民
・

利
用
者
が
納
得
す
る
方
向
で
進
め

る
こ
と
。

５　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の

一
層
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

６　

消
防
団
の
統
合
・
再
編
に
取

り
組
む
こ
と
。

７　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
及
ぼ
す
町
経
済
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
、
観
光
・
宿

泊
施
設
を
は
じ
め
町
内
の
各
種
企

業
・
事
業
者
の
支
援
に
万
全
の
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

問
：
斉
藤
委
員

　

今
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
寄
付
金
を
使
っ
て
、
白
神
岳

避
難
小
屋
を
修
復
し
た
が
、
来
年

度
は
、
何
か
予
定
し
て
い
る
事
業

等
が
あ
る
の
か
。

答
：
総
合
戦
略
課
長

　

昨
年
度
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
い
う
こ
と
で
使
い
道

（
白
神
岳
避
難
小
屋
修
復
）
を
あ

る
程
度
特
定
し
て
寄
附
を
募
っ
た
。

　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
ま
ず
集

め
る
だ
け
で
、
そ
の
後
の
使
い
道

は
、
財
政
担
当
と
協
議
し
な
が
ら

町
の
教
育
や
産
業
、
観
光
な
ど
各

課
の
事
業
に
振
り
分
け
を
考
え
て

い
る
。

問
：
斉
藤
委
員

　

来
年
度
に
整
備
す
る
新
し
い
防

災
無
線
は
、
各
自
治
会
で
も
パ
ソ

コ
ン
な
ど
か
ら
入
力
し
て
、
す
ぐ

そ
の
地
域
内
に
放
送
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
聞
い
た
が
間
違
い
な
い

か
。

　

そ
の
際
、
放
送
に
必
要
な
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
各
自
治
会
に
配
備
し
、

操
作
講
習
な
ど
を
実
施
す
る
の
か
。

答
：
総
務
課
長

　

予
算
は
確
保
し
て
な
い
が
、
今

後
は
、
委
員
の
提
言
を
参
考
に
、

必
要
な
機
器
の
配
備
や
操
作
方
法

な
ど
の
指
導
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

委
員
長
報
告

委
員
会
質
疑
応
答

予算に関する特別委員会
委員長　工藤　博利
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問
：
岩
根
委
員
・
小
野(

文)

委
員

　

現
在
の
防
災
無
線
は
、
非
常
に

聞
こ
え
に
く
い
場
所
が
あ
る
。
新

し
く
整
備
す
る
防
災
無
線
は
、
そ

の
難
聴
が
解
消
で
き
る
の
か
。

　

ま
た
、
実
態
調
査
は
、
業
者
任

せ
で
な
く
町
職
員
も
地
域
の
声
を

聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
：
総
務
課
長

　

今
現
在
の
難
聴
地
域
は
、
町
で

も
あ
る
程
度
は
把
握
し
て
い
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
ま
さ
に
、

難
聴
地
域
の
音
達
の
調
査
を
行
っ

て
る
。

　

ま
た
、
新
し
く
導
入
す
る
ス
ピ

ー
カ
ー
は
、
低
い
音
で
も
遠
く
ま

で
飛
ば
せ
る
高
機
能
ス
ピ
ー
カ
ー

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
難
聴
の
解
消

が
図
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
、
そ
の

日
の
風
向
き
や
天
候
に
よ
っ
て
、

聞
こ
え
づ
ら
い
時
は
、
放
送
内
容

を
確
認
す
る
方
法
を
周
知
し
て
対

応
し
た
い
。

問
：
岩
谷
委
員
・
斉
藤
委
員

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
運

行
に
当
た
り
、
委
託
先
を
ど
の
よ

う
に
し
て
決
め
る
の
か
。

　

ま
た
、
実
証
運
行
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
賃
を
徴
収
す
る
の

か
。

答
：
総
合
戦
略
課
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
運

行
は
、
岩
崎
地
区
を
想
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
外
業
者
だ
と
距

離
的
な
要
素
か
ら
委
託
料
が
高
く

な
る
と
の
情
報
を
得
て
い
る
の
で
、

競
合
さ
せ
て
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、

(

株)

ふ
か
う
ら
開
発
に
委
託
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
委
員
ご
指
摘

の
と
お
り
、
委
託
先
に
つ
い
て
は
、

精
査
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
実
証
運
行
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
賃
は
、
徴
収
し
な

い
方
向
で
考
え
て
い
る
が
、
全
国

的
に
見
て
も
、
無
料
で
運
行
し
て

る
事
例
が
無
い
の
で
、
今
後
、
全

町
的
運
行
を
見
据
え
て
運
賃
の
徴

収
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
は

　

地
域
住
民
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
た
め
に
地
方
自
治

体
等
が
運
行
す
る
バ
ス
の
こ

と
。

問
：
亀
川
委
員

　

岩
崎
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
解

体
跡
地
に
つ
い
て
、
今
後
、
何
か

整
備
す
る
計
画
等
が
あ
る
の
か
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
で
使
い
た
い
と
の
希
望
が

あ
る
が
整
備
す
る
考
え
は
。

答
：
町
長

　

岩
崎
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
解

体
跡
地
は
、
津
波
の
浸
水
区
域
な

の
で
、
公
共
施
設
を
整
備
す
る
と

な
る
と
非
常
に
慎
重
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
５
年
先
に
何
々

の
た
め
に
と
い
う
こ
と
は
、
今
の

時
点
で
は
答
弁
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

ま
た
、
委
員
提
案
の
お
年
寄
り

の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
具

体
性
が
あ
る
の
で
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
：
今
委
員

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ラ
ザ
ゆ
と
り

の
温
泉
を
数
年
後
に
廃
止
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
が
、
町
民
や

利
用
者
が
納
得
す
る
の
か
。

答
：
町
長

　

温
泉
施
設
は
、
公
の
施
設
の
中

で
も
耐
用
年
数
が
短
い
。
今
後
、

維
持
す
る
た
め
に
年
間
６
０
０
０

万
か
ら
７
０
０
０
万
円
の
経
費
が

掛
か
る
。

　

明
日
す
ぐ
閉
め
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
が
、
閉
め
る
計
画
な
の

で
、
こ
の
財
源
を
若
い
世
代
や
子

供
た
ち
の
た
め
に
シ
フ
ト
し
て
、

様
々
な
支
援
に
取
り
組
む
の
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
：
藤
田
委
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ

い
て
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
物
で

あ
れ
ば
飽
き
ら
れ
る
。

　

特
産
品
の
開
発
な
ど
一
層
の
充

実
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

答
：
総
合
戦
略
課
長

　

深
浦
町
食
産
業
振
興
公
社
に
は
、

雪
人
参
を
生
か
し
た
別
の
商
品
も

あ
る
。
ま
た
、
現
在
取
り
組
ん
で

る
山
椒
を
使
っ
た
特
産
品
的
な
も

の
も
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、(

株)

あ
お
も
り
海
山
の

サ
ー
モ
ン
を
返
礼
品
と
し
て
、
今

年
度
途
中
か
ら
取
り
扱
っ
て
い
る

が
、
一
般
市
場
に
出
回
っ
て
い
る

方
が
大
変
好
評
で
、
返
礼
品
に
な

か
な
か
回
っ
て
こ
な
い
ぐ
ら
い
忙

し
い
。

　

今
後
は
、
返
礼
品
の
一
層
の
充

実
と
商
品
開
発
も
併
せ
て
努
め
た

い
。

▲現在の防災無線

▲岩崎スポーツセンター跡地（岩崎地区）
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問
：
斉
藤
委
員
・
小
野(

文)

委
員

　

２
、
３
年
前
に
消
防
団
の
定
員

数
を
減
ら
し
た
と
思
う
が
、
今
の

消
防
団
員
の
人
数
は
。

　

ま
た
、
今
後
人
口
が
減
っ
て
い

く
な
か
で
、
今
の
ま
ま
の
消
防
団

で
い
い
の
か
。
統
合
や
再
編
に
取

り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
：
町
長
・
総
務
課
長

　

消
防
団
員
数
は
全
体
で
４
１
４

人
、
う
ち
男
性
３
８
５
人
、
女
性

29
人
で
、
定
員
は
４
５
０
人
で
あ

る
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
統
廃
合
は
、

屯
所
も
い
ず
れ
老
朽
化
し
、
人
口

も
減
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら

計
画
的
に
順
次
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
政
策
課
題
と
捉
え

て
い
る
。

問
：
斉
藤
委
員
・
今
委
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
、
町
内
の
宿
泊
施
設
の
予
約
キ

ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
で
い
る
と
聞

く
が
ど
う
な
の
か
。

　

ま
た
、
町
内
の
建
設
業
者
な
ど

か
ら
資
金
繰
り
に
つ
い
て
の
相
談

が
あ
っ
た
場
合
の
対
策
は
あ
る
の

か
。

答
：
観
光
課
長

　

町
内
で
集
客
数
の
多
い
宿
泊
施

設
の
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
の
状
況
は
、

分
か
っ
て
い
る
範
囲
で
２
９
４
人
、

ま
た
、
６
月
ま
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル

が
あ
っ
た
宿
泊
施
設
も
あ
り
、
そ

の
数
は
お
よ
そ
１
１
０
０
人
に
上

る
。

　

ま
た
、
宿
泊
の
ほ
か
に
歓
送
迎

会
な
ど
の
宴
会
関
係
の
キ
ャ
ン
セ

ル
も
含
め
ば
、
影
響
額
は
お
よ
そ

１
７
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
る
。

　

国
な
ど
か
ら
対
策
等
の
情
報
が

入
っ
て
来
て
る
の
で
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で
町
民
に
周
知

し
、
で
き
る
限
り
救
い
た
い
。

　

た
だ
こ
の
状
況
が
長
引
け
ば
長

引
く
ほ
ど
大
変
で
、
資
金
シ
ョ
ー

ト
に
な
る
前
の
対
策
が
あ
れ
ば
い

い
の
だ
が
、
今
そ
こ
が
１
番
心
配

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
町
内
の
中
小
企

業
か
ら
町
や
商
工
会
に
相
談
や
問

い
合
わ
せ
は
な
い
が
、
町
と
商
工

会
が
連
携
し
て
窓
口
の
幅
を
広
げ

て
相
談
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
：
今
委
員

　

来
年
度
の
若
者
交
流
・
結
婚
推

進
事
業
費
補
助
金
の
予
算
が
減
っ

て
い
る
が
、
ほ
か
に
何
か
い
い
政

策
が
あ
る
の
か
。

答
：
総
合
戦
略
課
長

　

来
年
度
に
お
い
て
は
、
青
森
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
五
所

川
原
の
定
住
自
立
圏
で
行
っ
て
る

広
範
囲
に
出
会
い
を
求
め
る
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
：
大
髙
委
員

　

深
浦
町
に
働
き
に
来
て
い
る
外

国
の
方
と
町
民
が
交
流
を
深
め
る

何
か
事
業
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

答
：
副
町
長

　

働
き
に
来
て
い
る
外
国
の
方
が

15
人
ほ
ど
い
る
が
、
研
修
生
で
来

て
い
る
の
で
、
地
域
交
流
や
婚
活
・

結
婚
は
か
な
り
難
し
い
と
聞
い
て

い
る
。

問
：
藤
田
委
員

　

西
海
岸
広
域
農
道
は
、
い
つ
完

成
す
る
の
か
。

答
：
建
設
課
長

　

今
年
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
の
残
工

事
並
び
に
国
道
と
の
接
続
部
分
の

工
事
に
着
手
し
、
来
年
度
に
は
、

最
終
工
事
に
入
っ
て
完
成
で
き
る

と
県
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

問
：
岩
谷
委
員

　

深
浦
町
準
特
定
空
家
等
解
体
事

業
費
補
助
事
業
の
要
綱
を
、
５
年

な
い
し
10
年
継
続
す
べ
き
と
思
う

が
、
３
年
間
で
打
ち
切
り
と
い
う

こ
と
で
考
え
て
い
る
の
か
。

答
：
総
務
課
長

　

こ
の
要
綱
制
定
時
に
３
年
に
区

切
っ
た
理
由
は
定
か

で
は
な
い
。

　

こ
の
補
助
事
業
は

非
常
に
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
今
後
も

増
え
る
可
能
性
が
十

分
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
再
度
検

討
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
延
長
等
も
考
え
た

い
。

問
：
斉
藤
委
員

　

昨
年
、
風
合
瀬
地

区
で
水
道
の
水
源
の

調
査
を
行
っ
て
い
た

が
、
そ
の
調
査
結
果
は
。

答
：
水
道
課
長

　

風
合
瀬
地
区
に
新
た
な
水
道
の

水
源
を
探
る
た
め
に
井
戸
を
掘
っ

た
が
、
水
質
が
悪
く
、
ペ
ー
ハ
ー

も
高
く
、
水
量
も
あ
ま
り
な
い
と

い
う
結
果
だ
っ
た
。

　

現
在
は
、
今
あ
る
水
源
を
安
全

な
下
の
方
へ
下
げ
る
か
、
若
し
く

は
田
野
沢
ま
で
の
町
の
水
道
を
延

伸
す
る
か
、
検
討
し
て
い
る
。

▲今後整備される西海岸広域農道と国道との接続部分
　（関字小島崎）


